
福井県 原子力安全対策課参事（工学博士） 山本 晃弘

（現在の業務、専門分野）
• メディア対応（広報官）

（トラブル、定期検査時には、記者会見を実施し、県の立場から説明・・・これまで200回以上）

• 事故故障トラブル情報の分析、評価
（福井県はこれまで40年以上にわたり、法令対象未満の軽微なトラブルについても情報収集、分析を実施）

• 福井県原子力安全専門委員会の会合開催、運営、報告書まとめ
（2004年に設置。原子力、材料、機械、地震工学、放射線化学などの分野の有識者12名で構成）

• 安全文化、定期安全レビュー（原子力学会に関連論文を投稿）

（バックグラウンド）
• 福井県 原子力安全対策課（1998 – 2005）
• 経済産業省 原子力安全・保安院 原子力防災課 事故・故障対策室（2005–2006）
• 経済協力開発機構（OECD/NEA）高経年化対策専門職（2006–2010）

原子力安全部会企画セッション

立地自治体の視点からの継続的安全性向上
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〇現状認識
• 原子力を取り巻く状況
• ステークホルダーとの関わり
• 福島第一原子力発電所事故後の立地自治体の立ち位置

〇継続的安全性向上に対する立地自治体の関わり
• 現場目線からの課題の指摘
• 立地自治体独自の取組み

〇今後の継続的安全性向上に対する期待



〇原子力を取り巻く状況
• 福島第一原子力発電所事故後、原子力発電所の再稼働に当たっては、事業者、規制当局、政

府の対応だけでは、地域住民、国民の理解を得ることが困難
• 国民の信頼を再構築するためには、発電所の良好な運転実績を積み重ねていくことが何よりも重

要であり、福島第一原子力発電所事故の知見、教訓や国内外の運転経験、最新知見等を発電
所の安全対策に確実に反映していく必要がある。

（山本晃弘, 「原子力発電所の安全マネジメントシステムの実効性向上に関する研究」, 東京大学大学院工学系研究科, 博士論文, 2019）

＜田中俊一氏（元原子力規制委員会委員長）の発言＞
• 福島第一原子力発電所事故は、事業者を中心に繰り返されてきた「安全神話」の虚構を白日に晒

し、安全規制についての国民・社会の信頼を完膚なきまでに失墜させた。
• 立地住民の信頼を取り戻すという点では、再稼働した原発が、司法による理不尽な停止命令を除く

と、今日まで計画外停止をすることもなく安定した運転を達成している事実は、事業者に対する信
頼を取り戻す上で重要な実績として特筆されてよい。

（「日本の原発はどこへ行く」, 日本原子力学会 2020年秋の大会予稿集）

〇現状認識（福井県）
• 福井県では、大飯３，４、高浜３、４号機の４基が再稼働。2019年度の設備利用率は、蒸気

発生器伝熱管に損傷が確認された高浜４号機を除き、約８０％と好調
• 一方、昨年発覚した関西電力金品問題により、事業者に対する信頼は失われた。また、2020年
は、高浜３、４号機で蒸気発生器伝熱管損傷が再発。大飯３号機では、一次系配管分岐管に
強加工SCC（推定）が発生。現在、全発電所が停止した状態。

• そのような中、大飯３、4号機の行政訴訟の一審判決で国が敗訴。判決内容はともあれ、県民に、
審査に問題があるのではないかという不安や懸念をもたらした。

現状認識

地元は、様々な問題、課題に翻弄されており、原子力の信頼回復には程遠い状況
⇒ 事業者、規制当局は説明責任を果たしているか？

２



　  ●高浜３，４再稼働

　 ▼　　　　 ▼ＳＧ伝熱管損傷（３号） ▽４０年（３号）

　 ▼　　  ▼ＳＧ伝熱管損傷（４号） 　 　▽４０年（４号）

 ●大飯３，４再稼働

▼  ▽３０年（３号）

▽３０年（４号）

　 ▽５０年

 ▽５０年

 ▽５０年

特重停止

2021 2026 費用
（上：安全対策工事）

（下：特重工事）

特重停止

特重停止

1651億円
749億円

安全性向上対策工事

2011 2016

高浜３，４号機

高浜１号機
（４６年）

2011年以降停止中

2011.1

3240億円
2227億円

安全性向上対策工事

高浜２号機
（４５年）

2011年以降停止中

2011.11
安全性向上対策工事

大飯３，４号機 1220億円
1507億円

美浜３号機
（４４年）

2011年以降停止中
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１次系配管分岐管
ひび割れ（3号）

これまで10年間の運転実績、今後５年の運転計画 ３

現在、40年超プラント3基の再稼働議論の真っ只中（これらプラントは６月以降、特重期限停止となる）

福井新聞社
世論調査

N=700～1200

36.0％
(2014)

37.5％
(2012)

36.7％
(2016)

48.1％
(2019.4)

43.0％
(2019.7)

40.7％
(2017)

Q.安全性を確認できれば40年超え運転をしてもよいか？

Yes


ｒ1

				2011										2016																		2021																				2026								費用
（上：安全対策工事）
（下：特重工事） ヒヨウ ウエ アンゼン タイサク コウジ シタ トク ジュウ コウジ





		高浜３，４号機 タカハマ ゴウキ												　		 ●高浜３，４再稼働

																								　 ▼　　　　 ▼ＳＧ伝熱管損傷（３号）																												▽４０年（３号）

																												　 ▼　　  ▼ＳＧ伝熱管損傷（４号）																						　		　▽４０年（４号）

		大飯３，４号機 オオイ ゴウキ																						 ●大飯３，４再稼働																																				1220億円
1507億円 オクエン オクエン

																																▼						 ▽３０年（３号）

																																												▽３０年（４号）

		美浜３号機
（４４年）
2011年以降停止中 ミハマ ゴウキ ネン ネン イコウ テイシチュウ		2011.5																																																				　 ▽５０年				1651億円
749億円 オクエン オクエン

						安全性向上対策工事																																		特重停止





		高浜１号機
（４６年）
2011年以降停止中 タカハマ ゴウキ ネン ネン イコウ テイシチュウ		2011.1																																														 ▽５０年										3240億円
2227億円

						安全性向上対策工事																																		特重停止





		高浜２号機
（４５年）
2011年以降停止中 タカハマ ゴウキ ネン イコウ テイシチュウ		2011.11																																																		 ▽５０年

						安全性向上対策工事																																		特重停止
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2020.9

2021.10

2021.6

2021.6

2023.4

2023.12

2023.12

１次系配管分岐管ひび割れ（3号）



ｒ0

				2011										2016																		2021																				2026								再稼働に係る費用
（上：安全対策工事）
（下：特重工事） サイカドウ カカ ヒヨウ ウエ アンゼン タイサク コウジ シタ トク ジュウ コウジ





		高浜３，４号機 タカハマ ゴウキ												　 ●高浜３，４再稼働																																														1080億円

691億円→1257億円 オクエン オクエン

																								▼　　　　 ▼ＳＧ伝熱管損傷（３号）																										▽４０年（３号）

																												 ▼　　  ▼ＳＧ伝熱管損傷（４号）																						　▽４０年（４号）

		大飯３，４号機 オオイ ゴウキ																				 ●大飯３，４再稼働																																						1220億円

1308億円→1507億円 オクエン オクエン

																																				 ▽３０年（３号）

																																										▽３０年（４号）

		美浜３号機
（４４年） ミハマ ゴウキ		2011.5																												2020.9																								▽５０年				1651億円

517→749億円 オクエン オクエン

						安全性向上対策工事																																特重停止 トク ジュウ テイシ





		高浜１号機
（４６年） タカハマ ゴウキ		2011.1																												2020.9																 ▽５０年												2160億円

970億円

						安全性向上対策工事																																特重停止 トク ジュウ テイシ





		高浜２号機
（４５年） タカハマ ゴウキ		2011.11																																																 ▽５０年

						安全性向上対策工事																																特重停止 トク ジュウ テイシ









参考

																												【参考】 サンコウ

				運開 ウンカイ				運開後年数 ウンカイ ゴ ネンスウ										長期停止 チョウキ テイシ						特重 トク ジュウ

				和暦 ワレキ		西暦 セイレキ		今 イマ		30年		40年		50年		60年		停止日 テイシ ビ		経過日数 ケイカニッスウ		再稼働日 サイカドウ ビ		工認認可 コウニン ニンカ		期限 キゲン		完成見込 カンセイ ミコ

		美浜３号機 ミハマ ゴウキ		28095.0		1976"年"		44年		2006.12.01		2016.12.01		2026.12.01		2036.12.01		2011.05.14		3602日		-		2016.10.26		2021.10.25		2023.04

		大飯３号機 オオイ ゴウキ		33590.0		1991"年"		29年		2021.12.18		2031.12.18		2041.12.18		2051.12.18						2018.03.16		2017.08.25		2022.08.24		2023.08

		大飯４号機 オオイ ゴウキ		34002.0		1993"年"		28年		2023.02.02		2033.02.02		2043.02.02		2053.02.02						2018.05.11		2017.08.25		2022.08.24		2023.08

		高浜１号機 タカハマ ゴウキ		27347.0		1974"年"		46年		2004.11.14		2014.11.14		2024.11.14		2034.11.14		2011.01.10		3726日		-		2016.06.10		2021.06.09		2023.12

		高浜２号機 タカハマ ゴウキ		27712.0		1975"年"		45年		2005.11.14		2015.11.14		2025.11.14		2035.11.14		2011.11.25		3407日		-		2016.06.10		2021.06.09		2023.12

		高浜３号機 タカハマ ゴウキ		31064.0		1985"年"		36年		2015.01.17		2025.01.17		2035.01.17		2045.01.17						2016.02.01		2015.08.04		2020.08.03		2020.12

		高浜４号機 タカハマ ゴウキ		31203.0		1985"年"		35年		2015.06.05		2025.06.05		2035.06.05		2045.06.05						2016.02.29		2015.10.09		2020.10.08		2020.12

										＜発電所別の安全対策費＞

												特重以外				特　重				総　額

										美浜		1,651億円				749億円				2,400億円

										高浜		3,240億円				2,227億円				5,467億円

										大飯		1,323億円				1,507億円				2,830億円

										合計		6,212億円				4,483億円				10,695億円

										四捨五入の関係で小計と合計は一致しない（R3.1.25時点のＱＡ） シシャゴニュウ カンケイ ショウケイ ゴウケイ イッチ ジテン

										＜蒸気発生器伝熱管損傷＞ ジョウキハッセイキ デンネツカンソンショウ

										高浜３ タカハマ		2018.08		2020.02

										高浜４ タカハマ		2019.10		2020.11







（最近のテレビ番組、新聞記事等）

• 「俺たちは何か間違ったのか？とお前は言ったな。自然を支配したつもりになって
いた、慢心だ（渡辺謙（吉田所長役））」

（Fukushima 50（映画）劇場公開日 2020年3月6日）

• 「事故は起きないだろうと過信していた（東京電力広報部門副所長：木元氏）」
（福島第一原発の中へ＆浜通りのいまSP（３月10日放送））

• 「想像力を欠いていたことが大きい。原子力関係者、メディアも同様。どんな事態
になるかを記録映画でも作るように思い描いて、対策を考える姿勢が希薄なのでは
ないか。石橋克彦（神戸大学名誉教授）」

（３月11日：朝日新聞インタビュー記事）

（福井県議会における知事答弁）
〇2012年２月議会（一般質問答弁）

• 今回の事故は、安全対策について、国や事業者に大きな油断があり、また、事故発災直
後、初動などの対応にも不十分さや不注意な点が多かったのではないかと思っている。

• 安全対策は、形だけにとどまることなく、万一の場合に実効性のあるものとして機能す
ること、常に研究を重ね、安全を限りなく追及する姿勢がこれから一層大事になる。

〇2017年９月議会（予算特別委員会答弁）
• 福井県ではこれまで県独自の組織、人員体制をつくり、絶えず厳格に事業者を監視する
とともに、福島第一原子力発電所のような事故、つまり不注意、油断などに基づく事故
は福井県では絶対に起こさせないという覚悟で、国に先駆けて事業者に安全対策の実施
を徹底させ、県民の信頼を得るよう努力してきた。

福島第一原子力発電所事故から10年 ４



A
システム
中枢領域

C
地域安全領域

A: 炉心の破局制御対策の失敗

B: 中枢領域支援の失敗

C: 住民被害防護、環境保全の失敗

B
システム支援領域

「原発事故 私の最終報告書」文芸春秋 柳田邦夫

○外部電源 ⇒ 隣接プラントから融通計画
・ 全プラントダウンは「想定外」

○非常用発電機（ディーゼル）
・ ２台で万全と計画、２台とも地下や１階に配置
・ 水密対策なし、配置の多様性なし

○配電盤 ⇒ 地下１階に配置
・ 高い位置の配慮なし、水密性対策なし

〇外部からの注水 ⇒ 消防車あるも炉への注水ライン未整備
・ 所員は操作できず、協力会社の立ち上がりが遅れる

〇重機 ⇒ 施設アクセスのため残骸整理
・ 所員は操作できず、協力会社が来るまで動かせず

〇人的リソース、通信インフラ、交通インフラ、支援機材
・ 正常を前提にしていた（人が集まらない、地震被害で支障

今後は、原子力関係者一人一人が、システム全体を俯瞰して議論していくことが重要

〇モニタリングポスト ⇒ 津波で４か所流出、他は停電で送信停止
〇モニタリングカー ⇒ 地震による道路損壊と停電で思うように

動けず（その事態想定せず）
〇SPEEDI ⇒ 地震による停電で通信機能不全
・ 放射性物質放出量不明、政府が発表を抑える

〇避難対策、情報システム、汚染対策等 ⇒ 未整備、大混乱

福島第一原子力発電所事故における
安全システム破綻の分析図

５



システム中枢領域システム
支援領域

地域安全
領域

事故が起きてからの調査・検討の方法だけではなく、事故が起きる前に、
システムの安全性を点検する時にこそ求められる視点であり方法

６

事故・災害の全体像を見る視点の違い

住民・被害者の視点 事業者・行政の視点

“ステークホルダー“の関心、 “ステークホルダー“とのギャップ
を認識して説明していくことが重要

平常時には透明性の確保、タイムリーな情報公開が必要⇒安全協定の基本
（立地自治体は、地域住民の安全と信頼を確保するための地方行政の礎として安全協定を運用）

「原発事故 私の最終報告書」文芸春秋 柳田邦夫



ステークホルダーの定義（新興国向け講演時の説明資料）

 Who is a stakeholder
• Stakeholder is generally defined as those who have a specific interest in a given issue 

or decision
• Any actor-institution, group or individual with an interest in or a role to play in the 

societal decision making process – OECD/NEA Forum on Stakeholder Confidence

７

メディア

経済団体
（商工会等）

自治体 漁協

医師会

司法？労働団体

立地県、市町
県議会、市議会
周辺自治体？

Y社、 S社
A社、M社

K通信
地元新聞
地元TVなど

研究機関

大学
協力会社

(Specific interest)
- Siting, construction of NPPs
- Decommissioning of NPPs
- Restarting of NPPs

(Current interest in Japan)  

福島第一原子力発電所事故以降、“ステークホルダー“は、より広範、複雑化
立地自治体もひとくくりにはできない。（各自治体でアプローチが異なる）

（例）規制委員会：30km圏内自治体を対象 ⇒ 一方、福井県は、歴史的な経緯からも発電所が立地する県市町が対象と理解



Industry

Strong self-
regulation and peer 

reviews

Regulators

Strong international 
challenge and peer 

reviews

Stakeholders

Open involvement 
and information

Accountability

Regulation

Accountability

challenge

challengeVibrant safety cultures with 
continuous improvement, openness 
and transparency as core values

Layer 3.1
Public

Layer 3.2
National 
government or 
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Layer 3.3
Local 
government

Layer 3.4
Neighbors,
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Media
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NGOs,
Special 
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Layer 3.7
International 
peer reviews

Openness and transparency, accountability, assurance
Nuclear industry and regulator leadership, culture and capability

福島第一原子力発電所
事故前は、日本もこの
図で説明可能であった

８Ensuring Robust National Nuclear Safety Systems (INSAG-27, IAEA)



事業者 規制当局

福井県

社会の信頼を得るためには透明性とタイムリーな情報提供が必要
初動対応を誤ると、本質を離れたMedia Circus状態になる。⇒東電ID問題

社会
（住民・国民）

情報

福島第一原子力発電所以前の福井県の立ち位置 ９

今後も積極的な情報発信により信頼性を高めていく必要がある。



継続的安全性向上に対する自治体の動機

○事業者 ：「規制基準を満たしています。」
○規制当局：「安全とは言いません（安全神話の復活につながる）」
○政府 ：「世界で最も厳しい水準の規制基準に適合した場合、その規制委員会

の判断を尊重し、地元の理解を得ながら再稼働を進める」

（立地自治体の動機）
• 国策に協力する立場
• 県民の安全、安心を守るため

⇒ 危険の度合いは説明しやすいが、安全の説明は困難
⇒ 安心はさらに難しい課題。説明する側のBehavior、信頼関係に依存

• 事業者に対して安全協定の遵守を求めている。
（通報連絡、タイムリーな情報公開）

10

事業者 規制
委員会

地元
（知事）

運転

政府

申請 許可

要請

専門職員：約1000名 専門職員：数名
法的枠組み

どのような意味を持つのか？

政府は、知事に対して（再稼働判断の）意思決定を行うよ
う求めている。しかし、自治体は、限られたリソースで、システム
すべての領域をカバーすることは困難



事業者
規制当局

住民

立地自治体

福島第一原子力発電所事故以降の福井県の立ち位置 11

（自治体の役割）
• 地元に根付いた日々の対応（住民対応、情報公開等）→ 地域安全領域をカバー
• 事業者、規制当局の翻訳者（審査会合等の議論は、内容を理解するのが難しい）
• ファシリテーター？（住民説明会の開催など）
• 自治体独自の有識者組織（専門委員会等）の助言活用 → システム中枢、支援領域をカバー



これまでの振り返りと課題

Ｑ．この10年間の継続的安全性向上は実効性があったか、十分であったか？

＜事業者、規制当局＞
• 宿題回答型の事業者（規制基準への対応で精いっぱい）
• 保守的評価の重ね合わせを求める規制当局
• 諦めの姿勢が目立つ事業者（審査に時間を要するのであれば丸呑み）

（現場の印象）
• 付け足し設備が多く、現場の保守管理、運営へのしわ寄せ

(例１）現行規制基準後の県内PWR発電所における定期検査の標準工程：約７０日
• 今後も続くバックフィットへ等の対応→リスク評価は？
（例１）火災報知器：800→1200→2400個
（例２）高浜警報なし津波：津波の水は一滴も敷地に入れない（規制基準）

→津波で浸水した場合、どのような影響があるのか説明はない。
→１、２号機と３、4号機中央制御室間（200ｍ）の潮位計のデータのやり取りの
ために衛星通信設備を配備

12

継続的安全性向上の取組みを（分かりやすく）社会に提示できていない



継続的改善の必要性（現行規制基準） 13

内部溢水

竜巻
防護

現行規制基準

福島第一原子力発電所
事故前の基準

火災防護

火災防護としてのスプリンクラー設置
（大飯３、４号機で総延長約４km）

→内部溢水源としての評価が必要

水素爆発
防止対策

電源強化

炉心機能強化

外部
溢水 屋外タンクの水量を減らした運用

→冷却水の確保との相反

保守管理や定期検査における
現場作業の工夫が必要

“規制要求だから“と思考停止に陥っていないか？
現場の保守管理を踏まえて最適化を図ることが重要

（例）
火災報知器設置（大飯３、４号機）
・現行規制基準施行前：約１０００個
・現行規制基準施行後：＋約８００個
・バックフィット後：＋約３６００個（予定）

↓
どのようなリスクがあるのか？

保守的とは？
• タンクは直置き→ボルトで固定されて
いると仮定

• タンクからの配管は柏崎刈羽の反映で
フレキシブルホース→無視した評価

海水ポンプエリア
• 核物資防護上の要求と重複

→規定が別だから両方満足させる必要がある？

核物質防護規定

発電所でよく聞くワード
「干渉」



福井県原子力安全専門委員会（1/2）

• 福井県内の原子力発電所に関する原子力安全行政について、独立的、専門的な立場から、
技術的な評価・検討を行い助言するために2004年８月に設置

• 専門委員会は、原子炉や放射線など原子力を専門とする委員の他に、金属材料、耐震工学
などの原子力発電所の安全性にかかわる各分野の専門家で構成している。

• 福島第一原子力発電所事故以降、30回以上の公開会合を開催、現場確認も実施。
• プラントの安全性について、ハード、ソフト両面から独自に確認を行い、これまで、高浜
３，４号機、大飯３、４号機の安全性向上対策に係る議論を報告書としてまとめている。

• その中では、委員会独自に、電源や冷却機能の強化などに関する指摘を行っており、事業
者が対策に反映した事例もある。また、事業者、規制当局に対して継続的に改善を図るよ
う求めている。

〇規制委員会に求めた事項

・ 原子力規制庁は、事業者が実施する総合訓練に参加し、事業者の対応等を評価しているが、訓
練を通じて事業者から原子力規制庁の緊急時即応センター等の事故対応の評価を受け、危機管
理体制の実効性確保等に努めていくこと

・ 新規制基準を踏まえ事業者が実施した対策について、プラントシステム全体からみて最適と
なっているか事業者と十分に議論を行い、相互の理解を深め、安全規制の改善を図ること

〇事業者に求めた事項

・ 発電所の設備全般を熟知し、プラントシステム全体を俯瞰できる人材を計画的に育成するとと
もに、想定する運転期間中の人的資源等を確保するための方策を構築すること

・ 発電所の安全性を維持・向上させるため、個別事象に対応した局所的な安全対策を図るのでは
なく、プラントシステム全体への影響を考慮し継続的改善を行うこと

福島第一原子力発電所事故後、各自治体も追従して外部有識者による委員会を設置
（石川県、佐賀県、鹿児島県・・・）

14



福井県原子力安全専門委員会（２/2）

項目 福井県原子力安全委員会の指摘 事業者の対応状況
電源確保 空冷式非常用発電装置の遠隔操作

が失敗した場合の対応について検
討すること

高圧ケーブルが損傷した場合も想定し、損傷部分を切断
し健全部分をつなぎ合わせる手順を整備（2013年）

冷却機能
確保

海水ポンプ故障時の復旧手段、方
策について改善を図ること

・ 予備モータを構内に配備し、竜巻飛来物防護設備設
置を踏まえた交換手順を整備するとともに、運搬訓
練を年１回実施.

・ 主軸やインペラ等の主要部品の予備品の発電所内へ
の配備を検討中

中央制御
盤の取替
え

福島第一原子力発電所事故の知見
を踏まえ、全交流動力電源喪失時
にプラント状態を把握するための
可搬型機器およびその運用を整備
すること

・ シビアアクシデント監視操作盤等を新たに設置
・ 中央制御盤、シビアアクシデント監視操作盤が使用

できない場合に備え、可搬型計測器（約40個）を配
備し、手順を整備

津波の知
見収集

若狭湾周辺の津波堆積物調査を実
施すること

約１万年前以降の地層の調査を実施し、発電所に影響を
与える規模の津波はなかったと評価し、調査結果報告書
を規制委員会に提出

情報通信
網の強化

中央制御室と現場の連絡手段とし
て配備した携行型の通話装置につ
いて、常設回線が使用できない場
合を想定した対応を検討すること

中央制御室に200m長の通信ケーブルドラムを配備し、現
場までケーブルを敷設する手順を整備

シビアア
クシデン
ト対応能
力の向上

解析ツール等に頼らず、自らプラ
ントパラメータ（温度、圧力等）
の情報を基に、状況を把握できる
よう、習熟度を向上させるための
教育を行うこと

・ プラント挙動を可視化するツールを活用し、事故収
束手段を検討・選択する教育や机上訓練を定期的に
実施

・ 2016年度から指揮者クラス約40名、指揮者を含む対
策本部要員約250名を対象に実施

専門委員会の議論を踏まえ、福井県は、事業者に対する具体的な継続的改善策を要請
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継続的安全性向上について今後検討すべきこと

○検査制度、安全性向上評価（FSAR?、新PSR?）を継続的改善につなげていく
必要がある。
（事業者、規制当局は、相当なリソース（人員、時間）を投入している）

○その際、社会的受容性の向上という視点も取り入れていくことが重要
○原子力学会の検査制度WGからも様々な提案が出されている。
○しかしながら、検査制度、安全性向上評価の実施状況をみると、現状では、課題
が散見される。

16

（参考）学会検査制度WGの提案内容
• 社会の信頼獲得において、ステークホルダーとの論点を具体的に検討していくことも重
要になる。

• 今後、新検査制度の運用の年月と共に蓄積される運用実績情報について、NRA外からも
容易にアクセスできる状態となることが挙げられる。

地元の関心は、目の前で起きていること（トラブル、労災、再稼働）であり、
これらに関して、検査官が、どのような視点で事業者の活動を監視、確認してい
るのかをタイムリーに情報発信していくことが信頼醸成につながるものと考える。
地元との信頼関係醸成のためには、地域解決、現場即応型の視点を取り入れて

いくべきではないか。



規制当局における技術情報基盤の構築

規制当局

A規制事務所

現場の検査結果等（気づき、
指摘内容等）を集約、分析

した技術情報基盤
・・・

事業者との議論等に活用可能

保安検査結果
報告書

（四半期毎）

事業者

ニューシア
・トラブル情報
・品質保全情報
・その他情報

・保安規定違反（「違反１～３」）
・保安規定違反（「監視」）を追加
（2017年10月～）

保安検査結果
報告書

（四半期毎）

事業者のCAP
活動評価を含
む検査結果

B規制事務所

保安検査結果
報告書

（四半期毎）

保安検査結果
報告書

（四半期毎）

事業者のCAP
活動評価を含
む検査結果

X規制事務所

保安検査結果
報告書

（四半期毎）

保安検査結果
報告書

（四半期毎）

事業者のCAP
活動評価を含
む検査結果

指摘事項気づき事項 指摘事項気づき事項 指摘事項気づき事項

規制当局

集約

本来、規制当局が主体的
にまとめ集約するもの

検査制度を活用した安全性向上評価への期待（１） 17

本来、規制当局の強みになるもの



検査制度を活用した安全性向上評価への期待（２）

• 新規制基準適合性審査における議論および現場の
保守管理の実態等を踏まえた課題の抽出

経年劣化管理プロ
グラムや
Configuration 
Managementプロ
グラムの有効性等
の評価

• 評価の前提条件
に係る各種デー
タの更新や研究
成果、新知見の
収集状況を踏ま
えた過去レ
ビュー判断プロ
セスの妥当性検
証

• 立地自治体の原
子力安全に係る
外部専門組織等
の指摘への対応

事業者の準備 規制当局の準備

PSR の適用範囲、要求事項、成果に係る
事業者と規制当局の同意

定期安全レビューの準備

14項目安全因子のレビュー

総合評価の実施、各安全性向上策
の統合的実施計画の準備

・技術支援部門との打ち合わせ
・評価計画の策定 など

・事業者から提出された報告書の評価
・報告書の概要とりまとめの準備
・安全性向上策の統合プログラムに係
る議論 など

・是正措置、改善策の要求

規制当局による安全性向上策の
統合的実施計画の承認

・レビューチームの設置、人員の確保
・実施方法、詳細な対象範囲の設定
・品質保証計画 など

規制当局の活動事業者の活動

は筆者追記

現場における技術情報基盤
（保安活動に対する気付き点や運転上の問題、トラブル情報）

新たな検査制度の運用

出典：「IAEA SSG-25「FIG. 1. 
Overall process for a PSR of a 
nuclear power plant」の筆者訳

各事業者は、安全性向上評価書をまとめるにあたり、SSG-25に基づく評価を行うとしているが、実施には至っていない。
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Nuclear safety is like climbing a descending escalator.
If you stop moving (thinking), you (Safety level) will go down.

Safety

継続的改善

Incident, accident…



福井県記者会見 規制当局の対応

11月20日 蒸気発生器伝熱管に傷を発見

11月25日 異物ではなく、スケールの要因の可能性がある。
2018年以降、類似例が３件発生しており、原因を異物混入と
していたが、誤りだった可能性がある。

どこかの作業で２次系に異物を入れてしまったのだろうとは思われる。
ストレーナはつけておらず、作業管理の観点で足りないところを考え
てもらいたい（更田委員長会見）

12月15日 回収した付着物は、伝熱管外表面に生成された鉄酸化物（ス
ケール）と推定。今後の調査状況によるが、運転時間や水質
管理等の状況が関係することもある。

12月16日 スラッジが原因でということになると、水質管理の問題になり対処が
難しくなるのではと思いますけどね。（更田委員長会見）

１月14日 伝熱管にきずをつけた可能性が高いスケールは、密度の高い
酸化鉄の層であることを確認

１月25日 関西電力は規制庁に原因対策報告書を提出

２月５日 公開会合（原子力規制庁）

２月10日 本当にスケール起因でSG損傷するか詳しく聞かないことには、これが
原因だとして次に進んでいいとはならない（更田委員長：定例会合）

２月16日 公開会合（規制庁）

２月24日 最初にスケールとはにわかに信じ難いと思ったが、現にあったからと
いう話なのだろうとは思います。

３月３日 規制庁から規制委員会に正式に報告（説明内容：過去に高浜３号機、
４号機で起きた原因とは異なりますので、今回、個別に評価を報告す
るもの）
原子力規制庁の案を了承したい（更田委員長）

• 伝熱管施栓には、原因調査を妥当と判断する必
要がある（規制庁見解）

• 原因対策をまとめるためには、蒸気発生器内の
化学洗浄が必要

• 化学洗浄のためには、伝熱管の施栓が必要

コミュニケーションの改善等の必要性（トラブル事例を例に…） 参考１

（規制委員質問）
外側減肉事例は、高浜以外でも今までよくあることなのか。

（規制庁説明）
相当前に玄海で、巻き尺を置き忘れ、それが傷付けたが、国内

ではそれぐらいである。国内ではそういう感じです。
（事実関係）
国内では、2000年に美浜３号で異物による減肉事例があり、

2007年には、美浜３号機、敦賀２号機で異物が確認されている。

（１）原因対策がまとまるまで受けつけない

（２）規制庁と規制委員会の
コミュニケーション

（３）過去事例の情報不足

（４）事業者とのコミュニケーション

安全の一義的な責任は事業者→突き
放すべきというのはこのこと？

原因究明を阻害
していないか？



検査制度（検査結果）の情報発信に関する改善の必要性

（2020年度第一四半期の規制検査結果）
• 2020年４月に発生した美浜３号機の海水ポンプ自動停止に関して、「不適切な保全」、「保安規定違反」と判断
• 「電磁流量計の電極部は、常時海水内に設置され、使用されていることから、錆等の異物の付着による信号伝送へ

の阻害は容易に予測可能であり、適切に保全を実施することで防止することが可能であったと考えられることから、パ
フォーマンスの劣化に該当」と評価
→ 美浜単独の話として捉えることはできるか？（原因となった流量計の保全の考え方は、各事業者共通であり、
全国プラントで保安規定違反状態が続いていることになるのではないか？フォローアップ状況は？）

• 「海水ポンプが一時的に全台停止し、原子炉補機冷却海水系が停止した。」
→ これにより影響を受ける使用済みプールの冷却ポンプは事象発生３日前に計画停止。評価に必要となる
重要な情報が抜けている。

（規制委員会公開会合での規制事務所からの説明「・・・使用済燃料ピットなどの熱除去が短期間でございますけれどもできなくなったと
いうところがございましたので、こういった点を我々として評価しまして、重要度としては緑でございます。・・・）

（ 2020年度第二四半期の規制検査結果）
• 「高浜３号機２次側配管の異物管理対策不備による蒸気発生器伝熱管の損傷事象（法令報告）」を掲載
• 「異物混入が原因となってＳＧ伝熱管の外面損傷が起こり得ることは、合理的に予測可能であり、異物混入を防

止する対策は徹底すべきであったことからパフォーマンス劣化に該当する。」と評価
→ 高浜４号機で2020年11月に同様の事象が発生。原因は、スケールによるものであり、異物混入ではない
ことが判明。異物とした推定原因は誤りである可能性が高く、再評価が必要だが、原子力規制庁も規制委
員会も問題とはしていない。

• 三か月ごとに結果を公表。事例を踏まえるとタイムリーな情報提供とは言い難い。今後、
東電ID問題で発覚した規制庁の対応のまずさが、他の事例でも再発する可能性がある。

• 安全重要度の評価に関しては、第三者からは情報が不足しており、正確に理解すること
が困難。過去事例と比較して、知見が不足していたのか、または、陳腐化していたのか
など、時間軸を取り入れた評価が必要。また、フォローアップの情報提供も必要。

誤った情報

（更田委員長訓示：必要ならば前言を翻すことを厭わず、ちゃぶ台返しも恐れずにやりましょう。）
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